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いわてショーケースカー

Pathleader ™ 

フレキシブルシルク電極

STH-PAS

第3回みやぎ医療機器創生産学官金連携フェア

iPhoneアプリケーション
「めぐり旅」画面

PIUS EDUCATION Ver

シリンダー
ライナー

インペラー バリレス金型 高気密コネクター

復興から次世代につながる先端的モビリティの創出

地域イノベーション戦略

　本地域は、自動車の土台をつくる金型・鋳造などの技術蓄積と、情報通信ソフトウェアの技術
蓄積を有しており、これらを活用し、次世代モビリティ開発拠点に必要な技術開発を進め、震災
からの復興を強力に推進します。具体的には、産学官金連携によって、自動車の大部分を占める
鋳造・塑性加工の強化促進や、被災地としての防災ニーズ・課題及び、いち早く高齢化の進む地
域として高齢化ニーズ・課題を受け止め、ICT商品化を図っていきます。

【事業概要】
1. 研究者の集積
＜鋳造＞
　南部鉄器に代表される鋳造企業が集積している岩手県県南地域
（奥州市周辺）の企業と、国内でも有数の鋳鉄技術シーズを有する
岩手大学が連携し、鋳鉄の高強度化を達成しました。高強度の鋳鉄
は、部品の軽量化に繋がり、自動車部品（シリンダーライナー･ウォー
ターポンプインペラー）に実用化されています。

＜金型＞
　金型に代表される精密素形材加工を得意としている岩手県内も
のづくり企業では、素形材加工の各種研究（切削・研削技術、金型
技術）が盛んに行われ、多くの技術シーズを有している岩手大学と
連携し、プレス加工にせん断部分に生じる不要物・バリを発生させ
ない「バリレス工法」の開発に成功しました。平成28年度中に自動車
部品用金型へ適用（実用化）する見込みです。また、水・気体などの
完全機密防止を目的としたインサートモールド技術を研究し、高気
密コネクターへの応用を目指しています。

2. 人材育成
　“ものづくり”産業技術の継承・発展に寄与する実務技術者に求め
られる、現場知識と幅広い工学的知識を併せ持つ人材の育成を目的
として、企業現場の技能・技術者を対象とした岩手大学のものづく
りマイスタープログラム（金型、鋳造、複合デバイス）に自動車関連
分野の要素を追加し、これまでに82名を育成しました。また、一関
工業高等専門学校では、EV技術者の育成に取組んでいます。

3. 設備共用テーマ
　岩手大学において金型・鋳造・デバイス等の研究設備を導入し、産
学共同研究施設「ものづくり研究棟」を整備しました。

4. 知のネットワーク構築
　自動車メーカー等とのニーズ・シーズマッチングプロジェクトや、
産学官の自動車技術の見える化等を目的にいわてショーケースカー
プロジェクトを展開しています。

【主な成果】
1. Radio On Demand/Wake On Demand
　 技術の開発・実用化　
　地場企業2社と岩手県立大学でiPhone
アプリ「めぐり旅」を開発しました。本システ
ムはiBeaconを活用した、現地ならではの
地域の魅力的なコンテンツを発信する機能
や、利用者の移動データによる観光客の動
向分析機能を持っています。この機能を生
かし、岩手県宮古市の防災への取組「学ぶ
防災」に支援用としても提供しています。

2. 教材（PIUS EDUCATION Ver）の開発
　地場企業が開発した一人乗り電気自動車（商品名：PIUS）を、
一関工業高等専門学校と共同で、電気自動車に関する人材育成
教材（組み立てられる電気自動車）として開発し、国内外へと展開
を図っています。

3. いわてショーケースカープロジェクトの企画・実施
　本県には自動車に関わる多様な技術が根付いており、県内企
業等が個々で有していた自動車関連技術をフレームカーに搭載
し、県内技術全体の見え
る化や新たな技術・部品
開発を行う取組を行う「い
わてショーケースカープ
ロジェクト」を企画しまし
た。これまでに40機関
184部品を搭載している
ほか、県内外でPRするこ
とで技術力の発信や契約
受注へと繋げています。

【主な成果】
１．研究成果を基にベンチャーを設立
・TBA（Tohoku Bio-Array）
　TBAは、本事業で招へいした
研究者である川瀬三雄教授らが
開発した遺伝子検査ストリップ
の技術提供を受け、平成25年に
設立されたベンチャーです。
　様々な感染症を簡便、迅速か
つ安価に検査することができる
遺伝子検査ツール「STH-PAS」
を製造・販売しています。

・エ－アイシルク
　エーアイシルクは、本事業で招
へいした研究者である鳥光慶一
教授らの研究成果をもとに平成
27年に設立されたベンチャー
です。
　シルク素材と導電性高分子を
組み合わせた新しい導電性繊維
「フレキシブルシルク電極」の実
用化に向けた研究開発を行って
います。

・抗体製造技術を核とした研究受託ベンチャー
　本事業で招へいした研究者である加藤幸成教授らが開発した
CasMab（がん特異的抗体）製造技術をベースに、研究受託をビ
ジネスとするベンチャーを平成29年度に設立予定です。

2．大学のシーズを生かした医療機器の開発
・末梢パルス磁気刺激装置Pathleader ™（パスリーダー）
　東北大学発ベンチャーであるIFGと東北大学が共同で軽量・小
型な磁気刺激リハビリ装置「Pathleader™」を開発し、検査機器
として販売中です。
　現在の麻痺患者へのリハビリ手
法の一つである電気刺激は、電極
を肌に直接当てる必要があり、また
しびれや痛みを伴うことがありま
したが、本機器は磁気刺激を用い
ることにより衣服の上からでも患
部を刺激可能で、痛みもなく、また
電気刺激と比べて体の深部まで刺激することが可能です。

●東日本大震災復興支援型 国際競争力強化地域（平成24年～28年度）

いわて環境と人にやさしい
次世代モビリティ開発拠点

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…いわて自動車関連産業集積促進協議会
学…岩手大学、岩手県立大学、
　　一関工業高等専門学校
官…岩手県、岩手県工業技術センター、
　　いわて産業振興センター
金…岩手銀行、北日本銀行

　これまで本県に蓄積された自動車産業の基盤を軸に「いわて環境と人にや
さしい次世代モビリティ開発拠点」を掲げ、世界と競争できる地域イノベーシ
ョンの拠点として、科学技術による技術革新をベースに、震災からの復興と
持続的な発展を目指して行きます。

略歴：関東自動車工業生産調達企
画部長・岩手工場副工場長、ケイ
・イー・プロテック常務取締役

プロジェクトディレクター

久 郷 　 和 美

地域イノベーション戦略

　宮城県の強みを生かして、医療機器事業について蓄積がある福島県との連携をベースに、南
東北で国際的な競争力を有する医療機器クラスターの構築の一端を担います。東北大学の各研
究科及び病院と連携して、「地域のモノ作り企業は、医療機器メーカーから部品製造委託の獲得」、
「大学発ベンチャー及び地域の医療機器メーカーは、先端的・改良型医療機器の創生」、「大手医
療機器メーカーは、大型医療機器の創生」等を通じたクラスター構築を追求しています。

　先端的なモノから現場の課題を解決する実践的なモノ、研究から製品段階
まで幅広くテーマが揃っており、小さいながら将来連続的に医療機器を創出
できるポートフォリオを持っております。優れた磁場・超音波制御技術をベー
スとした領域及び現場ニーズ把握能力に強みがある歯科領域を将来の有力
な柱と考えています。遺伝子検査ツールの堅実な展開、Pathleader™及びフ
レキシブルシルク電極は、大化けの可能性があるなど、今後が楽しみです。

略歴：協和発酵工業　企画管理本部長
（常務執行役員）、Kyowa America Inc.
社長、さっぽろバイオクラスター構想
“Bio-S”事業総括などを歴任

プロジェクトディレクター

鈴 木 　 文 夫

東日本大震災からの復興・再生・発展を目指す産学官金連携と 
地域のネットワークを活用した国際的医療機器創生拠点の構築

●東日本大震災復興支援型 国際競争力強化地域（平成24年～28年度）

知と医療機器創生宮城県エリア
参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…東北経済連合会、みやぎ工業会、
　　インテリジェント・コスモス研究機構
学…東北大学
官…宮城県
金…七十七銀行

2016121220161208

http://www.joho-iwate.or.jp/mobility/index.html http://sendai-cyber.icr-eq.co.jp

事業の内容

【事業概要】
１．研究開発の推進・支援
①高精度診断機器、②高度治療機器、③機能代替治療機器、④生
体計測機器、⑤リハビリテーション支援機器の5つのテーマのもと
研究開発を推進しております。
　また、本地域では歯科領域での開発パイプライン構築に力を入れ
ており、下記のように多くの特徴ある研究開発を支援しています。

・ラジカル殺菌歯周病治療器
　レーザーで過酸化水素水を分解してラジカルを発生させ、歯周
　病を治療します。

・歯科治療の新システム　PJDハンドピース
　ハイドロキシアパタイトを噴射し、歯に被膜を構築して、う蝕、
　知覚過敏の治療を行います。

・骨補填材OCP/Col（コラーゲン）、OCP/Ger（ぜラチン）
　リン酸オクタカルシウムとコラーゲンやゼラチンからなる複合
　材料で、歯科（口腔外科）・整形外科領域で骨再生を実現します。

2．医療機器創生のための人材育成
　県内企業の経営者・技術者等を対象に医療機器製造に関するノ
ウハウや薬事等医療機器に関する規制、市場に対する理解等を深
めるために「みやぎ医療機器創生塾」を開催しました。また、医療
機器視察会を開催し、医療現場を実際に訪問して医療機器の使用
状況の視察等を行い医療機器製造への理解を深めました。

3．産学官金の連携の促進
　地域内外の企業、大学、自治体、金融機関が一堂に会し、シーズ
や製品、技術、事業内容等を紹介する場として「みやぎ医療機器
創生産学官金連携フェア」を開催しました。医療機器産業への参
入に関する講演や、薬事・特許・医療機器の専門家による相談コ
ーナーを設けるなど、企業と研究者間の交流はもちろん、県内外
の企業や自治体、金融機関との連携を促進しました。
　当日は400名
以上の方が参加
し、企業や大学
等の出展ブース
数は100を超え
るなど、好評を
博しました。

事業の内容


